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文脈において，注目されてきたものである。日本においては，2012 年 8 月の中央教育審議会答申
「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～―生涯学び続け，主体的に考える力
を育成する大学へ～（答申）」に端を発し，まずは大学においてALへの関心が高まった。その後，




















































































































　〇回答教科　 国語（1・2 年，3・4 年，5・6 年），社会，算数，理科，生活，音楽，図画工作，
体育，家庭，市民科
　〇対　　象　品川区内の小学校教員










言語活動例 A B C D
1 事物の説明や経験を報告したり，それを聞いて感想を述べたりすること。 7 17 2 1
2 知らせたいことなどについて身近な人に紹介したり，それを聞いたりすること。 6 18 2 1




5 16 5 1
（書くこと）
言語活動例 A B C D
1 経験したことを報告する文章や観察したことを記録する文章などを書くこと。 11 13 2 1
2 紹介したいことをメモにまとめたり，文章に書いたりすること。 5 15 5 2
3 身近な事物を簡単に説明する文章などを書いたりすること。 6 12 8 1
4 伝えたいことを簡単な手紙に書くこと。 6 8 9 4
5 想像したことなどを文章に書くこと。 3 10 12 2
（読むこと）
言語活動例 A B C D
1 本や文章を楽しんだり，想像を広げたりしながら読むこと。 17 9 1 0
2 物語の読み聞かせを聞いたり，物語を演じたりすること。 14 12 0 1
3 読んだ本について，好きなところを紹介すること。 7 7 10 3
4 事物の仕組みなどについて説明した本や文章を読むこと。 6 13 7 1














言語活動例 A B C D
1 出来事の説明や調査の報告をしたり，それらを聞いて意見を述べたりすること。 7 18 2 0
2 学級全体で話し合って考えをまとめたり，意見を述べ合ったりすること。 8 17 2 0
3 図表や絵，写真などから読み取ったことを基に話し合ったり，聞いたりすること。 3 18 4 2
（書くこと）




5 14 7 1
2 目的に合わせて依頼状，案内状，礼状などの手紙を書くこと。 2 17 4 4
3 収集した資料を効果的に使い，説明する文章などを書くこと。 5 16 4 2
4 身近なこと，想像したことなどを基に，詩をつくったり，物語を書いたりすること。 3 14 4 6
（読むこと）
言語活動例 A B C D
1 物語や詩を読み，感想を述べ合うこと。 12 15 0 0
2 記録や報告の文章，図鑑や辞典などを読んで利用すること。 7 16 4 0
3 紹介したい本を取り上げて説明すること。 3 12 7 5
4 必要な情報を得るために，読んだ内容を関連した他の本や文章などを読むこと。 1 15 9 2

















5 20 2 2
2 調べたことやまとめたことについて，討議などをすること。 5 22 2 0
3 事物や人物を推薦したり，それを聞いたりすること。 3 15 9 2
（書くこと）








7 17 3 2
3 事物のよさを多くの人に伝えるための文章を書くこと。 6 17 4 2
（読むこと）




7 20 2 0
2 本を読んで推薦の文章などを利用すること。 10 14 3 2
3 伝記を読み，自分の生き方について考えること。 5 11 6 7
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表 4　社会（3学年から 6学年）
言語活動例 A B C D
1 学習事項をしっかり理解し，自分の考えをもつこと。 9 18 3 0




5 17 8 0




4 20 6 0







言語活動例 A B C D
1 図を書いたり具体物を動かしたりしながら説明をすること。 17 19 0 0
2 互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考えを高めていくこと。 12 22 2 0
3 予想したことがらや事実を説明すること。 6 24 6 0




4 19 10 3
6 自分の言葉でまとめを行うこと。 4 17 10 5









































言語活動例 A B C D
1 活動や体験での気づきを，言葉や絵で表すこと。 18 8 0 0
2 活動や体験での気づきを，他の人と伝え合ったりすること。 5 19 2 0
3 活動や体験したことを振り返り，自分なりに整理したりすること。 5 13 7 1
4 自分たちの生活や地域の出来事などを，身近な人 と々伝え合うこと。 3 8 12 3
5 自分の特徴や可能性に気づき，自分なりに考えること。 2 5 11 8









言語活動例 A B C D
1 歌で表現したいイメー ジや工夫したことをグループなどで話し合うこと。 1 16 5 1








3 15 5 0
（器楽）
言語活動例 A B C D
1 お互いの演奏に対するアドバイスを言葉で伝えること。 5 16 2 0
2 楽器で表現したいイメー ジや工夫したいことをグループなどで話し合うこと。 4 13 4 2




2 10 11 0
（創作）
言語活動例 A B C D
1 作りたい曲のイメー ジや工夫したいことをグループで話し合うこと。 4 12 6 1
2 曲を練り上げるときに，音楽的な用語を活用すること。 3 12 8 0
3 出来上がった作品の創作意図を音楽的な言葉を活用しながら説明すること。 1 9 12 1
（鑑賞）
言語活動例 A B C D




3 20 0 0








言語活動例 A B C D
















5 13 5 0
6 学習での学びを総括するために，感想を書くこと。 3 13 5 2
　図画工作では，どの言語活動の事例もほとんどが実施されている。
表 10　家庭科（5学年・6学年）
言語活動例 A B C D












5 17 1 0




4 11 7 1
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表 11　体育（1学年から 6学年）
言語活動例 A B C D
1 友達のよさや頑張りを認め合うこと。 11 12 0 0
2 互いに言葉で教え合い，話し合うこと。 5 12 6 0
3 学習の振り返りを記述する学習シ トーなどを活用すること。 9 9 4 1








8 13 1 0
2 登場人物の気持ちについて，ノー トやワ クーシ トーに書くこと。 7 12 3 0
3 教科書や資料の内容，登場人物の気持ちや言動の意味を考えること。 7 13 2 0
4 市民科で教える資質や能力について，自分の経験を想起すること。 10 12 0 0
5 自分の立場や考えについて，書いたり，発表したりすること。 12 10 0 0








5 14 3 0
9 ゲストティチャー などの経験談や説話などを聞くこと。 1 10 10 1
10 登場人物になって，役割演技をすること。 4 14 4 0
11 課題について，友達と話したり，班で話し合ったりすること。 8 13 1 0




4 15 3 0
14 これからの，自分の生き方や，在り方について書いたり，発表したりすること。 4 14 4 0


























べ 278 人の教師の回答，熊本県では274 校の回答である。教科別の実施率では，以下の表 13
のように，品川区の実践率が高い。また，品川区ではすべての教師が実践していると回答したも
のが，100 項目中 56 項目に達している。熊本県と比較して，言語活動がどの教科の指導におい
ても常に実施されていることが分かる。このことの原因は，熊本県と品川区での調査の時期が異
なることの影響が大きいと思われる。それは，小学校の学習指導要領が公示されたのは，2008







国語 36 70～ 100％ 55～ 99％
社会 6 90～ 100％ 60～ 93％
算数 7 64～ 100% 16～ 98%
理科 6 76～ 100％ 52～ 97％
生活 6 69～ 100％ 58～ 100％
音楽 14 91～ 100％ 23～ 97％
図画工作 6 91～ 100％ 67～ 95％
家庭 7 85～ 100％ 37～ 95％
体育 4 96～ 100％ 77～ 98％
市民科・道徳 15 96～ 100％ 68～ 100％
市民科・特活 3 87～ 100％ 82～ 89％





教科 言語活動例 品川区実施率 熊本県実施率
算数 学習の成果をレポ トーなどにまとめること 64％ 16％
生活 自分の特徴や可能性に気づき，自分なりに考えること 69％ 61％









　その後，東京都教育研修センター が 2010 年度に行った都内の教員 600 人への調査では，当
時の教師が指導の課題であると答えたものは，表 15のとおりであった。


















































を育成する大学へ～」（2012 年 8 月）
中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会教育課程企画特別部会（第 4回）配付資料「資料 6　「言語活動
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